
施行前の現場 

産ヶ沢川「ホタル親水広場」 

施工場所：伊達郡桑折町大字万正寺字七曲向地内 

１．概      要 

  これまで桑折町においては、地域住民と行政が一体となり、地域資
源を活かした地域づくりの一環として、県の「元気ふくしま、地域づく
り・交流促進事業」を利用しながら、奥州・羽州街道追分整備、伊達郡
役所前電線地中化工事を実施してきた。 

  今回、地域住民が主体である「桑折地区歩いて楽しめる地域づくり
懇談会」において、産ヶ沢川沿いの自然、歴史資源を連携させ、回遊
ネットワーク整備による流域全体の利活用計画が提案された。 

 それに基づき、休憩施設と地域資源であるホタル観賞スポットとなる
産ヶ沢川「ホタル親水広場」の整備を行なった。  
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２．経緯 ・ 課題 
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＜課題＞ 
町内を流れる産ヶ沢川はホタルの名所であり多くの人が訪れるが 
１）大勢の見物客が歩くには、歩行空間が狭い。 
２）柵がないため、川に落ちる危険がある。 
３）沿川を回遊するにあたり、休憩施設となる場所がない。 
 
＜経緯＞ 
①平成１８年～平成２０年  
 地域住民が主体となって、町、県で組織する「桑折地区歩いて楽しめる 
地域づくり懇談会」設立。懇談会及び懇談会メンバーによる様々なイベン 
トの実施。 
②平成２１年～平成２３年 
 懇談会メンバーと産ヶ沢川現地調査の実施。整備内容の検討。 
③平成２４～２５年 
 上記検討結果を踏まえ「ホタル親水広場」を整備。 
 

ホタルが飛び交う様子 
（施工前の写真） 

昼間の様子 
（施工後の写真） 



管理用通路：幅員3.0m 七曲橋 
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管理車両等の回転スペース 
（荷下し場としても活用可能） 

親水階段：勾配約1：2 

   

【全体事業費】 ４０，０００千円 
【事業期間】 平成 ２１ ～ ２４ 年度 
【事業内容】 
 整備全体延長 １４６．２ｍ 
 親水広場工 Ａ＝１８０．５㎡ 
 階段工 Ｎ＝２箇所      
 管理用通路 Ａ＝５１０．４㎡ 

３．内        容 

  
 ・桑折町も震災で被災した地域であるが、多くの地元の住民が積極的に地域を元気にしようと頑張っている。 
 今後も、地域住民と一緒に地域を盛り上げていき、今よりももっと魅力ある地域になるように取り組んでいきたい。  

４.  進捗状況・創意工夫 

５．お わ り に 

・地域のイベントに積極的に参加し、懇談会メンバーや地元住民と良好な関係を築いた。 
・工事箇所はホタルが多く棲息する場所であることから、既設護岸の基礎は触らず、部分的 
に護岸を取り壊し、階段を設置した。 
・親水広場の整備にあたっては、以下の点を考慮し、周辺地盤に対し変化を持たせた。 
 １）広場周りの擁壁は広場を囲むベンチとしても使用可能（イベント時等への配慮）とする。 
 ２）人が集まる広場としての空間の独立性（他とは違う空間であること）を明確にする。 
・親水広場の整備に伴い、地元ではホタル案内人を設置し、来訪者に対し、きめ細やかな 
説明を行うなど地域振興に活用されている。 
 
  
   

 

 

懇談会の状況 階段護岸工 （施工後）                       管理用通路 （施工後） 

竣工式 


